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常任委員会等構成常任委員会等構成 （◎委員長　◯副委員長）

総務企画警察
県民文化健康福祉
環境産業観光
農政林務
危機管理建設
文教企業
議会運営
決算特別（内定）

　小島康晴　　下沢順一郎　◎石和　大
◎小林東一郎　依田明善　　　寺沢功希 
　山岸喜昭　　花岡賢一
　高橋　宏　　竹内久幸 
〇埋橋茂人　　今井愛郎
　荒井武志　◎堀場秀孝
　高橋　宏　　小島康晴　　〇今井愛郎
　竹内久幸　〇寺沢功希　　　花岡賢一

　
1
月
20
日
、我
が

会
派
は
、国
が
30
年

度
か
ら
未
就
学
児

分
に
限
っ
て
補
助

金
の
減
額
措
置
を

廃
止
す
る
こ
と
を

決
め
た
こ
と
を
踏

ま
え
、「
す
べ
て
の
市

町
村
が
義
務
教
育

終
了（
中
学
校
3
年

生
）ま
で
子
ど
も
の

医
療
費
の
現
物
給

付（
窓
口
無
料
化
）

を
実
施
で
き
る
よ
う

支
援
を
す
べ
き
」な

ど
と
す
る
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
阿
部
知
事

は
「
で
き
る
だ
け
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
い
け
る
よ
う

市
町
村
と
一
緒
に
考
え
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
県
は
、
1
月
27
日
に

「
検
討
会
」を
設
置
し
、
窓

口
で
支
払
わ
な
く
て
済
む

仕
組
み
や
子
ど
も
の
対
象

範
囲
を
ど
う
す
る
か
な
ど

の
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
会
派
提
出
の
子
ど
も

医
療
費
に
係
る
意
見
書
案

は
、3
月
2
日
、自
由
民
主

党
県
議
団
が
反
対
す
る
も

可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
区
等
調
査
特
別
委

員
会
は
、
2
月
17
日
に
第

8
回
委
員
会
を
開
催
し
、

総
定
数
に
係
る
こ
れ
ま
で

の
検
討
内
容
の
確
認

や
取
扱
い
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
、
各

会
派
か
ら
意
見
を
出
し
合

い
、
現
行
58
の
総
定
数
を

「
1
減
」
し
57
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
3
月
13
日
の
第
9
回
委

員
会
で
は
、
「
選
挙
区
」
の

見
直
し
検
討
調
査
対
象
に
、

「
上
水
内
郡
と
長
野
市
」

「
東
筑
摩
郡
と
松
本
市
」

「
下
伊
那
郡
と
飯
田
市
」

「
飯
山
市
・
下
水
内
郡
と
中

野
市
・
下
高
井
郡
」
の
4
地

域
に
加
え
、
地
元
か
ら
要
望

が
出
て
い
る
「
軽
井
沢
町
・

御
代
田
町
と
小
諸
市
」
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
3
月
16
日
の
第
10
回
委

員
会
で
は
、
延
べ
五

つ
の
地
域
に
、
6
月

定
例
会
前
ま
で
に
委

員
が
出
向
き
、
当
該
地
域

の
市
町
村
長
及
び
議
会
関

係
者
と
の
意
見
交
換
・
調

査
活
動
を
行
い
具
体
的
な

検
討
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

進
め
よ
う
議
会
改
革

進
め
よ
う
議
会
改
革
! !! !

知事に緊急申し入れ

子どもの医療費現物給付化を

　
1
月

23
日
、

小
諸
市

「
市
民

交
流
セ

ン
タ
ー
」

で
「
信

州
・
新

風
・
み

ら
い
」に

よ
る
2

回
目
の

県
政
対

話
集
会
を
開
催
、
小
諸
市
民

を
中
心
に
約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
小
諸
市
区
選
出
の
山
岸
喜

昭
議
員
司
会
の
も
と
、
小
島

康
晴
代
表
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
当
会
派
の
13
名

が
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
の

後
、
対
話
形
式
で
行
わ
れ
た

意
見
交
換
で
は
、
13
項
目
に

及
ぶ
貴
重
な
ご
発
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
歯
科

保
健
や
口
腔
衛
生
な
ど
の
教

育
、啓
発
活
動
が
有
効
と
思

う
が
」と
の
ご
意
見
に
対
し
て
、

「
議
員
提
案
で『
歯
科
保
健
推

進
条
例
』を
制
定
し
施
策
を

充
実
さ
せ
て
い
る
が
、さ
ら
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」。

ま
た
、「
農
地
の
保
全
対
策
は

い
か
が
か
」と
の
ご
意
見
に

は
、
「
農
地
中
間
管
理
機
構

に
い
か
に
農
地
を
集
積
し
、

意
欲
あ
る
方
に
利
用
し
て
も

ら
う
か
が
課
題
。
集
積
は
進

ん
で
い
る
が
地
域
差
が
大
き

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
戦
闘
機
の
轟

音
問
題
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
対
策
、
非
正
規
雇
用
や
長

時
間
労
働
問
題
、
県
議
の
定

数
や
選
挙
区
の
課
題
な
ど
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
の
県
政
議
論
の

中
で
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
下
沢
順
一
郎
議
員
が
、
申

し
合
わ
せ
に
よ
り
副
議
長
職

を
辞
任
し
た
こ
と
を
受
け
、

会
派
内
人
事
を
協
議
し
た
結

果
、
代
表
に
再
就
任
し
ま
し

た
。
小
島
康
晴
前
代
表
は
、

代
表
代
行
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

代
表
に
下
沢
議
員

代
表
に
下
沢
議
員

県
政
対
話
集
会

　こ
も
ろ

ｉｎ

▽
6
月
22
日
　
開
会

▽
27
〜
30
日
　
一
般
質
問

▽
7
月
3
〜
６
日

　
　
　
　
　
　
委
員
会
審
議

▽
7
日
　
　
　
採
決
・
閉
会

６
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

【
小
島
議
員
】新
年
度
当
初
予

算
案
の
特
徴
、
知
事
が
県
民

に
一
番
訴
え
た
い
こ
と
は
何

か
。

【
阿
部
知
事
】人
口
減
少
対
策
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
多
様

な
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の
創

造
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く

り
、
安
全
安
心
な
社
会
の
実

現
を
重
点
テ
ー
マ
に
予
算
編

成
に
当
た
っ
た
。
「
県
民
参

加
と
協
働
」
が
県
政
の
重
要

テ
ー
マ
だ
。

【
小
島
議
員
】知
事
の
考
え
る

地
域
の
振
興
と
は
何
か
。

【
阿
部
知
事
】そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
暮
ら
す
方
々
が
地
域
へ

の
愛
着
、
誇
り
を
持
つ
と
と

も
に
、
将
来
に
向
け
て
そ
の

地
域
に
お
け
る
夢
や
希
望
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
地
域
振
興
の
姿
で
あ

る
と
思
う
。

【
小
島
議
員
】地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
は
、
長
期
的
な

視
野
で
地
域
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

【
阿
部
知
事
】採
択
に
当
た
っ

て
は
事
業
の
発
展
性
・
継
続

性
も
審
査
基
準
の
一
つ
に
し

て
い
る
。
3
年
間
の
継
続
支

援
も
可
能
で
あ
り
、
今
後
と

も
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て

運
用
し
て
い
き
た
い
。

【
小
島
議
員
】高
齢
者
の
免
許

返
納
の
現
状
や
今
後
の
取
組

は
い
か
が
か
。

【
尾
﨑
警
察
本
部
長
】28
年
中

に
お
け
る
65
歳
以
上
高
齢
運

転
者
の
免
許
返
納
件
数
は
５
、

０
１
３
件
で
、前
年
よ
り
１
、

０
９
６
件
増
加
し
た
。
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
で
の
日
曜
窓

口
の
開
始
や
2
月
か
ら
は
代

理
人
に
よ
る
返
納
申
請
を
始

め
た
。今
後
、高
齢
者
の
移
動

手
段
の
確
保
な
ど
、
高
齢
者

支
援
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

【
小
島
議
員
】学
習
指
導
要
領

が
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
30

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、

県
教
委
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
原
山
教
育
長
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
充
実
、
地
域
や
家
庭
と
の

連
携
・
協
働
、
働
き
方
改
革

な
ど
を
着
実
に
進
め
改
革
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

本会議でヘリ事故犠牲者に黙祷を捧げる

下沢副議長のもと質問
する小島康晴代表

　２
月
16
日
に
開
会
し
た
二
月
定
例
県
議
会
は
、
３
月
16
日
ま
で
の
本
会
議
で
、
総

額
８
、６
２
５
億
円
余
の
29
年
度
一
般
会
計
予
算
案
、
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
、
追
加
の
補
正
予
算
案
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
知
事
提
出
の
79
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　３
月
14
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
に
先
立
ち
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ア

ル
プ
ス
」
の
墜
落
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
９
名
の
隊
員
に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

　会
期
末
の
役
員
改
選
に
よ
り
、常
任
委
員
会
構
成
は
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

２月定例
県 議 会

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

新
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

「
代
表
質
問
で
県
政
を
質
す
」

「
代
表
質
問
で
県
政
を
質
す
」

小
島

代
表
小
島

代
表
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長野県議会 信州・新風・みらい
みなさまのご提言やご要望をお寄せ下さい。

一、子どもをこばかにするな。教師は無意識のうちに子どもを目下のものと見てし
まう。子どもは、一個の人格として対等である。

二、規則や権威で、子どもを四方から塞いでしまうな。必ず一方を開けてやれ。さ
もないと、子どもの心が窒息し、枯渇する。

三、近くに来て、自分を取り巻く子たちの、その輪の外にいる子に目を向けてやれ。
四、ほめることばも、叱ることばも真の「愛語」であれ。愛語は、必ず子どもの心

にしみる。
五、暇をつくって、子どもと遊んでやれ。そこに、本当の子どもが見えてくる。
六、成果を急ぐな。裏切られても、なお信じて待て。教育は根くらべである。
七、教師の力以上には、子どもは伸びない。精進を怠るな。
八、教師は「清明」の心を失うな。ときには、ほっとする笑いと、安堵の気持ちを

おこさせる心やりを忘れるな。不機嫌、無愛想は、子どもの心を暗くする。
九、子どもに素直にあやまれる教師であれ。過ちはこちらにもある。
十、外傷は赤チンで治る。教師の与えた心の傷は、どうやって治すつもりか。

質問の中で紹介させていただいた故毛涯章平先生の「教師の十戒」です。

県
民
生
活
の
現
状

【
小
島
】県
民
生
活
の
現
状

等
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
知
事
】県
民
生
活
全
体
と

し
て
み
れ
ば
全
国
的
に
見
て

比
較
的
高
い
水
準
に
あ
る
。

総
合
計
画
の
評
価

【
小
島
】「
し
あ
わ
せ
信
州

創
造
プ
ラ
ン
」
の
成
果
は
？

【
知
事
】地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
の
創
出
に
取
り
組

み
、
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇

な
ど
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
局
の
あ
り

「
地
域
振
興
費
」の
配
分

【
小
島
】配
分
の
指
標
に
、

県
庁
か
ら
の
時
間
・
距
離
を

加
え
る
べ
き
。

【
企
画
振
興
部
長
】来
年
度

の
事
業
実
績
や
地
域
の
要
望

等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

一
層
の
分
権
化

【
小
島
】あ
た
か
も
県
庁
が

地
域
振
興
局
に
有
る
か
の
よ

う
な
一
層
の
分
権
化
を
求
め

た
い
。

【
知
事
】地
域
振
興
局
設
置

に
よ
り
一
歩
前
進
し
た
と
考

え
る
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と

地
域
の
活
性
化

【
小
島
】リ
ニ
ア
を
活
か
す

に
は
、
伊
那
谷
が
ま
る
ご
と

駅
前
で
あ
る
よ
う
な
発
想
が

肝
要
だ
。
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
か
？

【
知
事
】地
域
主
体
で
市
町

村
が
地
域
の
将
来
像
を
具
体

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
県

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

く
。

　
持
続
可
能
な
地
域
社
会

移
動
手
段
の
確
保

【
小
島
】高
齢
者
が
自
分
で

運
転
し
な
く
て
も
よ
い
暮
ら

し
方
を
模
索
す
る
必
要
が
あ

る
。

【
企
画
振
興
部
長
】「
地
域

に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保

に
関
す
る
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困

【
小
島
】直
接
的
な
子
育
て

支
援
と
並
行
し
て
、
地
域
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
も
う

一
度
張
り
直
す
必
要
が
あ
る
。

【
知
事
】将
来
世
代
応
援
県

民
会
議
（
仮
称
）
を
立
ち
上

げ
、
地
域
振
興
局
ご
と
に
地

域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
し
た
い
。

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

【
小
島
】天
皇
皇
后
両
陛
下

に
ご
訪
問
い
た
だ
い
た
満
蒙

開
拓
平
和
記
念
館
へ
の
継
続

的
な
支
援
を
望
む
。

【
知
事
】ご
訪
問
は
関
係
者

に
と
っ
て
大
変
励
み
に
な
っ

た
。
平
和
の
尊
さ
が
次
世
代

に
語
り
継
が
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
集
落
か
ら
の
再
構
築

集
落
を
基
本
に

【
小
島
】地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
地
域
の
基
本
と
な

る
集
落
や
町
内
会
の
単
位
か

ら
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

【
知
事
】同
感
で
あ
り
、
新

年
度
、
市
町
村
と
研
究
会
を

設
置
し
て
検
討
を
深
め
た
い
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定

目
指
す
姿

【
小
島
】知
事
は
ど
う
い
う

長
野
県
を
目
指
す
の
か
。

【
知
事
】長
野
県
と
し
て
の

強
み
、
個
性
を
認
識
し
て
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　
信
州
教
育
の
再
生

働
く
こ
と
の
大
切
さ

【
小
島
】小
さ
い
こ
ろ
か
ら

働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

【
教
育
長
】新
し
い
学
習
指

導
要
領
も
踏
ま
え
、
子
ど
も

が
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

教
師
の
十
戒
を
基
に

【
小
島
】３
年
前
の
代
表
質

問
で
も
「
教
師
の
十
戒
」
を

基
に
信
州
教
育
の
再
生
を
訴

え
た
。

【
教
育
長
】十
戒
の
問
い
か

け
に
教
師
自
身
が
自
分
の
教

訓
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
と
考
え
る
。 

　
県
政
運
営
の
基
本
姿
勢

県
民
起
点
の
県
政

【
小
島
】県
職
員
は
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
地
域
課
題
と

真
摯
に
向
き
合
い
県
民
の
期

待
に
応
え
る
、
そ
の
よ
う
な

組
織
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

【
知
事
】私
を
含
め
県
職
員

が
県
民
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
を
常
に
意
識
し

県
政
を
進
め
た
い
。

教
師
の
十
戒
を
参
考
に

【
小
島
】「
教
師
と
子
ど

も
」
を
、
「
上
司
と
部
下
」

「
県
職
員
と
県
民
」
な
ど
と

置
き
替
え
て
も
通
用
す
る
点

が
多
い
。

【
知
事
】す
べ
て
の

人
間
関
係
に
共
通
す

る
基
本
的
な
重
要
な

視
点
と
考
え
る
。

集
落
か
ら
の
再
構
築

集
落
か
ら
の
再
構
築

信
州
教
育
の
再
生

信
州
教
育
の
再
生

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

と
地
域
活
性
化

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

と
地
域
活
性
化

持
続
可
能
な

　
　地
域
社
会

持
続
可
能
な

　
　地
域
社
会

次
期
総
合
計
画
の

策
定
次
期
総
合
計
画
の

策
定

県
政
運
営
の

　
　基
本
姿
勢

県
政
運
営
の

　
　基
本
姿
勢

新
年
度
予
算
案
に

つ
い
て

新
年
度
予
算
案
に

つ
い
て

地
域
振
興
局
の

あ
り
方

地
域
振
興
局
の

あ
り
方

　県
政
報
告
第
40
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
会
派
を
代
表
し
、
私
と
し

て
は
三
年
ぶ
り
二
度
目
の
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
持
ち
時
間
60
分

に
、
こ
の
三
年
間
の
諸
活
動
の
集
大
成
と
の
思
い
を
込
め
、
理
事
者
の
姿
勢

を
質
し
ま
し
た
。
１
面
記
事
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
伊
那
郡
区
選
出
の
吉

川
彰
一
県
議
は
、
無
所
属

で
活
動
し
た
い
と
の
意
向

に
よ
り
、
平
成
28
年
度
末

を
も
っ
て
当
会
派
を
離
脱

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
の

補
欠
選
挙
で
当
選
以
来
と

も
に
同
じ
会
派
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
な
り
誠
に
残

念
で
す
。

　
14
人
で
力
を
合
わ
せ
、

15
人
分
以
上
の
成
果
が
あ

が
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

吉
川
県
議
が
会
派
を
離
脱

　
警
察
委
員
会

【
質
問
】子
ど
も
を
性
被
害

か
ら
守
る
た
め
の
条
例
の
適

用
状
況
は
？

【
答
え
】現
時
点
で
適
用
事

案
は
な
い
。

【
質
問
】警
察
署
の
建
て
替

え
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
？

【
答
え
】今
後
整
備
を
必
要

と
す
る
６
署
の
う
ち
、
飯
田

は
建
替
、
阿
南
は
大
規
模
補

修
に
よ
る
長
寿
命
化
を
目
指

し
て
い
る
。

【
質
問
】信
号
機
の
設
置
の

状
況
は
ど
う
か
？

【
答
え
】昨
年
末
ま
で
の
設

置
要
望
は
１
５
９
個
所
あ
り
、

新
年
度
は
14
か
所
を
予
定
し

て
い
る
。 

　
総
務
企
画
委
員
会

【
質
問
】「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
靭
性
向
上
対
策
事
業
」
と

は
？

【
答
え
】セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向

上
の
た
め
、
「
仮
想
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
」
と
い
う
技
術
を
導

入
す
る
。

【
質
問
】「
公
共
交
通
検
討

会
」
の
取
り
組
み
は
？

【
答
え
】移
動
手
段
の
確
保

を
幅
広
く
考
え
る
た
め
、
交

通
事
業
者
、
行
政
や
住
民
な

ど
多
様
な
主
体
が
役
割
分
担

す
る
検
討
を
行
う
。

【
質
問
】地
域
振
興
費
の
具

体
的
運
用
は
？

【
答
え
】地
域
振
興
局
長
が

使
途
を
決
定
す
る
。
事
業
が

固
ま
れ
ば
予
算
の
再
配
当
を

行
う
。

【
要
望
】地
域
振
興
局
長
が

決
裁
で
き
る
仕
組
み
に
す
べ

き
。

【
質
問
】元
気
づ
く
り
支
援

金
の
２
千
万
円
余
減
額
補
正

額
が
確
定
し
た
の
は
い
つ

か
？

【
答
え
】１
月
末
時
点
で
あ

る
。

【
要
望
】年
度
後
半
で
も
追

加
募
集
す
る
な
ど
予
算
が
活

か
せ
る
検
討
を
求
め
る
。

警
察
委
員
会

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

総
務
企
画
委
員
会

子どもの医療費で申し入れ

二
度
目
の
代
表
質
問
に
立
つ

二
度
目
の
代
表
質
問
に
立
つ

集
落
か
ら
の
地
域
再
生
を
強
く
訴
え
る

集
落
か
ら
の
地
域
再
生
を
強
く
訴
え
る

　この度の県防災ヘリ墜落事故により
亡くなられた皆様に哀悼の意を表しま
す。また、私も公務災害で家族を失っ
た者であり、ご家族・ご関係の皆様の
ご心痛はいかばかりかと、心よりお見
舞い申し上げます。
　３期目の任期も早いもので折り返し
間近となりました。平成29年度は、議
会運営委員と総務企画警察委員を担当
します。引き続き「県民の生活が第
一」を基本に、誠心誠意取り組んでま
いります。ご指導・ご鞭撻のほどよろ
しくお願いいたします。

２月県議会２月県議会

代表質問代表質問


